
平成２９年度第１回山口県食の安心・安全審議会 会議の概要 

 

１ 日 時   平成２９年１１月１０日（金） １０：００～１１：３０ 

 

２ 場 所   県庁４階 共用第５会議室 

 

３ 出席者   １１名（欠席２名） 

 

４ 概 要 

⑴ 議題及び審議結果 

ア 山口県食の安心・安全推進基本計画の進捗状況について 

イ 山口県食の安心・安全推進基本計画の改定について 

ウ 食を巡る事案への対応状況について 

⇒ 各委員からの意見を踏まえ、今後の取組を進めることとされた。 

 

⑵ 主な意見等 

ア 山口県食の安心・安全推進基本計画の進捗状況について 

イ 山口県食の安心・安全推進基本計画の改定について 

○食品表示の経過措置が終了した後の県の対応は考えているか。 

⇒啓発活動や研修会での周知徹底、食の安心相談員による個別対応等 

   ○ＨＡＣＣＰの普及率は低い。 

    ⇒少ないと思うが、これから国の義務化が始まり、将来的に 100％を目指す。 

   ○事業者としては人と費用の問題が大きい。 

    ⇒農林水産省に補助制度もあり、保健所でも支援に取り組んでいる。 

   ○消費者にはあまり知られていない。知らせる工夫を。 

    ⇒各企業のホームページで紹介されており、県のホームページ、お届け講座等で

今後も周知を図る。 

   ○事業者も手一杯であり、サポートが求められる。また、県民には情報提供を行う

ことで、食品の安全性等の判断材料となる。 

○食育の関心について、今後は今からの世代に食育を普及してほしい。 

○達成できない指標が散見される。改定後は現実的な数値等に変更すること。 

 

ウ 食を巡る事案への対応状況について 

 ○夏期のノロウイルス対策や指導はどのようにしているか 

  ⇒調理従事者を介すケースが８割であるため、手洗い等への対応を周知している 

  


